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 夏休み中に鹿沼市と日光市で出前講座を実施しました。 

『発明王エジソンの秘密』（鹿沼市） 

〈講師：おもちゃのまちバンダイミュージアム 金井 正雄氏〉 

 エジソンの子ども時代の様子や数々の発明について知り、エジソンの発明品

でもある蓄音機に触れたり、トースターで焼いたパンを食べたりしながら、氏の偉

大さを知ることができました。 

『とちぎの化石～木の葉化石編・化石を探そう～』（日光市） 

〈講師：栃木県立博物館 柏村 勇二氏〉 

 化石とは何か、化石から何が分かるのかについて講話を聞き、化石の掘り出

し作業を体験しました。実際に木の葉の化石が出てきたときには歓声が上が

り、時間を忘れて作業に集中していました。 

  7月 30日（火）に日光市中央公民館を会場として上都賀地区地域

連携教員等研修会を実施しました。今回は、地域連携教員の先生方を中

心に参加いただき、地域連携教員の業務について整理すること、さらに、学

校が地域との連携・協働を強化するための「情報の発信」の重要性やその

具体的な方法について考えることに主眼をおいた研修としました。 

まず、ガイダンスとして、「地域連携教員ならではの情報収集・発信と

は？」を演題に、地域とともにある学校づくりの推進に向け、学校が行うべき

こと等を県生涯学習課長補佐の吉田正道氏にお話をいただきました。 

続いて、 ＮＰＯ広報力向上委員会委員の坂口和隆氏には、講話＆

ワークショップを通し、地域との連携・協働のための「情報収集や発信」をする

目的や情報発信のポイント等について理解したり、その方法について考えた

りする内容で研修を実施していただきました。 

 終了後、実施したアンケートには、 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

などの感想が寄せられ、大変有意義な研修会になりました。 

「ガイダンス」吉田氏 

「講話＆ワークショップ」坂口氏

参加の先生方

・講話＆ワークショップはとても分かりやすく、企業や一般社会での目
線と合わせて、実践の中で使えるノウハウがよく理解できました。工
夫やコツなど整理されていて、話の進め方としても、大変参考になり
ました。 

・地域の方に、様々なお願いをする際に一方的な伝達になり、トラブ
ルにつながるときがあります。ボランティアは双方にとって利があるもの
という考えを改めて見直し、双方にとって利となる伝え方を実践して
いきたいと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上都賀地区の社会教育・ふれあい学習に関する情報は・・・ 

＜第１部＞講演 

演題 『児童虐待から子どもたちの笑顔を守るために』 

講師 栃木県中央児童相談所 判定指導課長（臨床心理士） 

                             岩井 幸祐 氏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月 7日（金）猪倉小学校で移動音楽鑑賞教室が行

われました。「舞台の総合芸術」と称される「オペラ」の中か

ら、「セヴィリアの理髪師」を題材に、オペラの仕組みや楽しみ

方、歌うことのすばらしさを、子どもたちに感じてもらうプログラ

ムでした。 

第１部は、混声四重奏、独奏など、プロの声量やハーモ

ニーの美しさを鑑賞し、声楽のクリニックでは、声の出し方を

体験しました。また、第２部のオペラは、台詞をすべて日本

語で行ってくださり、１年生からでも十分楽しめる内容でし

た。途中、担任の先生がサプライズ出演し、子どもたちも大

喜びでした。 

次年度は、皆さんの学校でも実施してみてはいかがです

か？11月下旬頃各学校宛に希望調査を行う予定です！ 

上都賀 ふれあい 検索 

 ふれあい学習課 HP 

＜第２部＞分散会 

テーマ 『児童虐待防止について考えよう』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童虐待防止や子育て支援の第一線で御活躍されている岩井

幸祐氏に講演いただきました。児童虐待の定義と現状、子どもの虐

待を社会全体で解決していくための一人ひとりの関わり方や、地域に

おける子どもと子育て家庭に対する支援のあり方等について、分かり

やすくお話いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年度に法務省委託で製作さ

れた人権啓発教材「虐待防止シリーズ １

児童虐待」のＤＶＤを視聴し、多様な立

場で編成された小グループで、児童虐待防

止について協議しました。 

参加の皆様は、社会全体で子どもたちの

成長を支える意義について真剣に考えてく

ださいました。 
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栃木県における児童虐待相談対応件数は、平成 29年度には 2,000件を超え、過去最高を更新しています。ま

た、県内のみならず、虐待を受けて子どもが死亡するという、痛ましい事件も残念ながら後を絶たないなど、依然として

深刻な状況です。このような状況を受け、本研修会では「豊かな心を育てるＰＴＡ活動」というテーマのもと、児童虐

待防止について、参加者に考えていただく内容としました。 


